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　日本に来る前、私は桜をアニメの中でしか見たことが
ありませんでした。画面の中の桜はとても美しく、どこ
か遠い世界のもののように感じていました。しかし実際
に見たとき、その美しさは想像以上で、心から感動しま
した。
　介護技能実習生として来て三か月が過ぎたころ、私は
春が来るのを楽しみにしていました。同寮の人や日本語
の先生は「春は一年で最も素晴らしい季節だ」とよく
おっしゃいます。モンゴルにも四季はありますが、桜の
木はありません。先生から「桜」という漢字を教えてい
ただいたときの喜びは、今でも忘れられません。
　私の働いている施設は、森に囲まれた高山村にありま
す。アパートから職場まではおよそ ８キロあり、毎朝ド
ライバーの方がアパートの前まで迎えに来てくださり、
安全に送ってくれます。通勤途中、「この道沿いの木は
春になると満開の桜になる」と教えていただきました
が、そのときの私は「満開」という言葉の意味をまだ理
解していませんでした。ある日、先輩が夜桜を見に連れ
て行ってくれました。暗い中で静かに咲いている桜はと

てもやわらかく、美しく、私はそのとき初めて「満開」
という言葉の意味が分かりました。一番満開な桜の木の
下で撮った写真は、忘れられない思い出になりました。
　二回目の春が来ました。そのとき仕事の日誌に「おば
あさんのベッドの位置を変更した」と書いてありまし
た。昼ごろ、そのおばあさんの部屋に入り、職員と一緒
に介助をしながらその理由を聞くと、職員は「もうすぐ
桜が咲いて、窓からきれいに見えるからです。毎日それ
をいい思い出として過ごせると思いますと説明してくれ
ました。そう聞いて、私は日常生活の世話をするだけで
なく、利用者一人一人に合った心のケアがとても大切だ
と気づきました。そのおばあさんは歩くことができず毎
日ベッドの上で過ごしています。あまり話すことはでき
ませんが目と耳はしっかりしていて、周りのことをよく
理解しています。桜が満開になったとき、窓からの景色
は本当にきれいでした。そのときおばあさんは本当にう
れしそうな表情をしていて目がきらきらと輝いていまし
た。きっとご家族と過ごした時間を思い出していたのだ
と思います。
　桜は短い間だけ咲き、すぐに散ってしまいます。しか
し、その短さがあるから、特別で価値のあるものだと感
じました。そして今、三回目の春を迎えています。これ
は日本で過ごす最後の春です。職員たちと一緒に、おじ
いさんやおばあさんたちと桜を見に行く予定です。私は
わくわくしています。これからこの短い人生の中で、誰
かの心に残り、あたたかい光を届けられる人になりたい
と思っています。
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　僕が日本に行って一番待っていた時間は週末でした。
なぜなら、しばらく作業を休めるだけでなく家族に電話
をかけ、何かを話し合えるからです。特に母でした。あ
る冬の夜「ダナに憧れている人がいるよ」母に言われま
した。その子は彼の母親に「ダナさんのように日本で働
けるようにしっかり勉強しなくちゃ」と言っていたそう
です。それを聞いた途端、僕は笑ってしまいました。「ど
うして僕に憧れるのか？」と母に返事しました。
　電話を切ってから、まるで悪い知らせを聞いたかのよ
うにぼーっとしていました。母に問い直した、「どうし
て僕に憧れるのか？」その言葉を考えた時、ふと昔の自
分を思い出しました。「You Tube」を見て日本に勤めて
いるインドネシア人の投稿を見ていたからです。その動
画では良い生活が映っていて、「やりたいな」と思うよ
うになりました。あの時の僕は今の僕に憧れる子と一緒
かもしれません。
　それ以来、僕は一生懸命日本語を勉強し、日本で働き
はじめました。しかし、日本では全然違いました。先輩
と後輩関係の文化や、速い仕事のリズムや、間違えると
注意されるなどでした。全ては「SNS」で現れません。

僕自身も深く調べようとはしませんでした。
　これは当然のことであり悪いことではありません。
もっと良い経験をした人もいれば、そうでない人もいま
す。しかし、日本で働く人として寂しさや単調な生活を
感じることもあります。また、同僚や上司から厳しくさ
れることもあります。それでも、強くいなければならな
いと感じました。
　辛いことを通じて、僕は目標のない高校卒業生から責
任のある大人になりました。たとえば上司に怒られる前
までは、日付を書き違えるのはたいした問題ではないと
思っていました。けれど、そんなことはないと気づきま
した。怒られれば怒られるほど気づいたことが増えてき
ました。僕の上司も仕事がとても速い人でした。僕は
リーダーシップとは良い手本を示すことだと分かりまし
た。
　「SNS」には、「今日また注意された。大人の生活って
しんどいな。」とは絶対に書いてありません。例えあっ
ても、僕ならその苦しみを心の奥に保存するんです。誰
も知らない方がいいと思います。多分僕に憧れるその子
は「SNS」がきっかけでしょう。幸せそうに見えますが、
実際はそれだけではありません。
　憧れるのが僕なんて相応しくないと思いますが、もし
描いていたものと現実がかけ離れていたらどうなってし
まうのかが心配になりました。しかしもし本気で目指す
のであれば、光だけではなく、裏にある影の苦労や努力
も知ってほしいと思います。楽しい生活ができるからで
なく、家から離れて働くことで、彼がより大きく成長す
ることを願っています。
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僕に憧れているその子へ




